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前橋市中央児童遊園「るなぱあく」に 

民間資金を活用し、新規遊戯施設「立体迷路」を設置 
 

株式会社オリエンタルコンサルタンツ（代表取締役社長：野崎秀則）の子会社である株式会社オリエ

ンタル群馬（本社：群馬県前橋市、代表取締役社長：中埜智親）は、管理運営を行う前橋市中央児童遊

園「るなぱあく」（以下、るなぱあく）内へ、新規遊戯施設「立体迷路」を設置します。立体迷路は、

令和 2 年 3 月 20 日（金）より、営業開始予定です。 

1 月 10 日(金)に前橋市役所で行われた市長定例記者会見において発表され、立体迷路に関する記事が

4 社（株式会社上毛新聞社、株式会社毎日新聞社、株式会社日本経済新聞社、株式会社朝日新聞社）で

掲載されました。 
 

「るなぱあく」は、令和元年 11 月 1 日（金）に開園 65 周年を迎えました。また、令和 2 年 4 月から

の次期指定管理者公募では、「るなぱあく新時代へ」というコンセプトのもと、前橋市に本社を置く企

業で構成された共同企業体の「Made in MAEBASHI コンソーシアム」（以下、MMC）[代表企業：株

式会社オリエンタル群馬、構成企業：泉野建設株式会社、コーエィ株式会社、株式会社ソウワディライ

ト]が指定されました。現在るなぱあくは、老朽化した公共施設の改修・整備と少子化を見据えた新たな

事業によるターゲット層の拡大が求められています。そのため、公募時に MMC 代表企業である株式会

社オリエンタル群馬の民間資金を活用し、立体迷路を設置することを提案しました。なお、立体迷路の

基礎・擁壁の施工費は、MMC 構成企業である泉野建設株式会社にご協力頂いております。 
 

“るなぱあく”という狭い敷地に新しく遊戯施設を導入するには、立体的な整備が不可欠でした。ま

た、るなぱあくの設置目的は「児童に健全なる遊びを与えその健康の増進を図ること」であり、様々な

からくりや障害を乗り越えることが、子どもの知育や体育につながり、児童の健康の増進が期待できる

と考え、立体迷路の導入が最適であると考えました。 
 

【立体迷路の概要】 
■工 事 期 間：令和 2 年 1 月 14 日（火）～3 月 6 日（金）※天候等で変更する可能性があります。 
■営業開始日：令和 2 年 3 月 20 日（金）予定 
■営 業 時 間：9 時 30 分～17 時 00 分（るなぱあく開園時間内 閉園時間 30 分前が最終入場）  
■休 業 日：火曜日・雨天日（るなぱあく休園日に準拠する。） 
■設 置 場 所：るなぱあく 東の広場 
■コ ー ス：全３コース（知育コース、体力コース、記憶力コース） 

※難易度が違う３つのコースで構成されています。 
（１）【全国初】未就園児も利用できる「知育コース」 
（２）多くの障害物やアスレチックアイテムの中を進む「体力コース」 
（３）自分の記憶を頼りに難易度の高いからくりの中を進む「記憶力コース」 

※コースの名称は変更する可能性があります。 
■利 用 料 金：お一人様１コース 200 円（税込） 

※３コースはそれぞれ別料金となります。 
※知育コースを利用される３歳以下のお子様の引率者は無料です。 

■所 要 時 間：各コースおよそ約 20 分 
■大 き さ：約 12m×約 10m 高さ約 13m 
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